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　　△　　　　　　　　林業試験場メールマガジン
　△△△　▲
△△△△▲▲▲　　　　　　　　『北の森の達人』
　　□▲▲▲▲▲
----□----■----================================================= Vol.71　第71号

□■□読者の皆様へ□■□

　いつも林業試験場メールマガジン『北の森の達人』をお読みいただき、ありがとう
ございます。今回のメールマガジンは刊行物発行のご案内です。
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■「光珠内季報№205号」、「グリーントピックス№66号」を発行しました。
  当場ホームページ「刊行物」のページ
　https://www.hro.or.jp/list/forest/research/fri/about/kanko.htm
　よりご覧いただきますようお願いいたします。
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■刊行物ダイジェスト

　光珠内季報 ２０５号（2022.12発行）

　１　森林の炭素吸収量はどのように評価される？　
　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・・・・・・・・・・・・・ １頁

　　2050年カーボンニュートラル目標の実現に向けて，森林の炭素吸収機能には大
　きな期待が寄せられています。そこで，国際ルールによる森林の炭素吸収量の評
　価方法と，日本の森林吸収量の推移について，「日本国温室効果ガスインベント
　リ報告書」に基づき解説します。
　

　２ 「野ねずみ発生予察調査」における誤認事例と見分け方

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・・・・・・・・・・・・・ ６頁

　　野ねずみ発生予察調査において報告された捕獲数と提出された写真を照合し，
　野ネズミの誤認事例を確認しました。また，予察調査で捕獲される野ネズミにつ
　いて，誤認されやすい種の見分け方について解説しました。

　３ 【書評】「スギと広葉樹の混交林　蘇る生態系サービス」　著者：清和研二
　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　・・・・・・・・・・・・・・１３頁

　　現在，東北大学名誉教授であり，1980～1994年まで林業試験場に勤務された清
　和研二さんが，スギ人工林での広葉樹との混交林化について，その効果や手法，
　意義についての本を出版されたので，当場の研究成果も交えながらご紹介します。



　グリーントピックス ６６号（2023.1発行）

　１　北海道産クランベリー（ツルコケモモ）の栽培がはじまりました
　　　
　２　衛星画像を使って海岸漂着流木を簡易に抽出する

　３　クリーンラーチを用いると下刈り期間を短縮できるか？

　４　成長・材質特性に優れたトドマツを選抜し、普及を進めています
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　林業試験場メールマガジン『北の森の達人』は、北海道の森林・林業・身近な
みどりに関わる情報を皆様に直接お届けするメールマガジンです。

■発行・編集
　地方独立行政法人北海道立総合研究機構　森林研究本部林業試験場
　〒079-0198　北海道美唄市光珠内町東山
■問い合せ
　企画調整部普及グループ
　電子メール　　forestry-mmg@hro.or.jp
■記事の取り扱い
　林業試験場メールマガジンに掲載された記事を転載することはご遠慮ください。
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